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各項で利用する FME のサンプルワークスペースファイル（.fmwt）は以下より入手可能である
https://github.com/Project-PLATEAU/Data-Conversion-Manual-for-3D-City-Model 
 

https://github.com/Project-PLATEAU/Data-Conversion-Manual-for-3D-City-Model
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第１章 FMEを利用した CityGMLの変換実例 

1.1 OBJ 形式への変換 

添付の citygml2obj.fmwt を利用して 3D 都市モデル(CityGML)を OBJ 形式へ変換する手順を
解説する。 
変換仕様 
入力ファイル 

3D 都市モデルで定義されたデータのうち、建物データ(bldg ファイル)、地形データ(dem
ファイル)に対応 

出力ファイル 
入力 bldgファイル ⇒ LOD2のOBJ(テクスチャ対応)と LOD1のOBJ 
入力 demファイル ⇒ 地形データのOBJ 

 
操作手順 
1 citygml2obj.fmwtを開く 

 

2 ワークスペースが作成されたことを確認 
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3 画面左上の"Navigator"より入力ファイル(CityGML)とOBJの出力フォルダが設定可能。 
詳細は以下のステップ 
 

変換元の建物ファイル(CityGML)の読み込み(Readerの設定①) 
4 "Input: bldg [CITYGML]"を右クリックし、 

Edit 'Input: bldg [CITYGML]' Parameters…を選択 

建物データの変換が不要の場合はDisable 'Input: bldg [CITYGML]'を選択し、Step5-7をスキップ  
5 Source CityGML File(s) -> "・・・"ボタンをクリックし、変換したい建物ファイルを選択 
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6 変換したい建物の CityGMLファイル(**_bldg_6697.gml)を選択し、開く 

  
7 Source CityGML File(s)の File Pathが設定されていることを確認して"OK"をクリック 

  

変換元の地形ファイル(CityGML)の読み込み(Readerの設定②) 
8 "Input: dem [CITYGML]"も同様に設定する 

地形データの変換が不要の場合はDisable 'Input: dem [CITYGML]'を選択し、Step9をスキップ 
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9 変換したい地形の CityGMLファイル(**_dem_6697.gml)を選び、"OK"をクリック 
 

変換したファイル(建物データ)の出力先(フォルダ)の設定(Writerの設定①) 
10 "Output: bldg_lod2 [OBJ]"を右クリックし、 

Edit 'Output: bldg_lod2 [OBJ]' Parameters…を選択 

建物データの変換が不要の場合は、以下を実施し Step11-14をスキップ 
・"Output: bldg_lod2 [OBJ]" -> "Disable 'Output: bldg_lod2 [OBJ]'"を選択 
・"Output: bldg_lod1 [OBJ]" -> "Disable 'Output: bldg_lod1 [OBJ]'"を選択 

11 Destination OBJ Folder -> "・・・"ボタンをクリック、変換ファイルの出力先フォルダを選択 
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12 Destination OBJ Folderの Folder Pathが設定されていることを確認して"OK"をクリック 
 

13 "Output: bldg_lod1 [OBJ]"を右クリックし、 
Edit 'Output: bldg_lod1 [OBJ]' Parameters…を選択 
  

14 Step11と同様に出力フォルダを設定(Step11と同フォルダでもOK) 
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変換したファイル(地形データ)の出力先(フォルダ)の設定(Writerの設定②) 
15 "Output: dem [OBJ]"を右クリックし、 

Edit 'Output: dem [OBJ]' Parameters…を選択 

地形データの変換が不要の場合は、以下を実施し Step16をスキップ 
・"Output: dem [OBJ]" -> "Disable 'Output: dem [OBJ]'"を選択 

16 Step11/14と同様に出力フォルダを設定(Step11/14と同フォルダでもOK) 
  

座標系の変換設定(CsmapReprojectorの設定) 
17 3D都市モデルは緯度経度による測地系となっているため、必要に応じて平面直角座標系に変換

を行う 

デフォルトでは東京(島嶼部除く)を対象とした平面直角座標系への変換に設定済(JGD2011-
09_FME) 
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18 3つある CsmapReprojectorの中の 1つの歯車マークをクリックし、座標変換の設定を開く 
 

19 Destination Coordinate Systemのプルダウンメニューから変換後の座標系を選択し、"OK"をク
リック 

平面直角座標系(XYZ)への変換する場合には"JGD2011-XX_FME"を設定"XX"については対象とな
るエリアに合わせ、国土地理院サイトの「わかりやすい平面直角座標系」
(https://www.gsi.go.jp/sokuchikijun/jpc.html)の系番号を参照 

20 残りの 2つの CsmapReprojectorも同様に設定 
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変換実行 
21 画面左上の"Run"をクリック 

 

22 Step4-16で設定したパスが正しく入力されているか確認し、"Run"をクリック 

設定に問題がある場合には、"Cancel"をクリックし、Step4-16を再度実施 
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23 画面下部の Translation Logに"Translation was SUCCESSFUL"の表示があれば、変換完了 

 

24 出力先のフォルダを確認 
  

 
  



Series No.07 3D都市モデルのデータ変換マニュアル 

11 

1.2 FBX形式への変換 

添付の citygml2fbx.fmwt を利用して 3D 都市モデル(CityGML)を FBX 形式へ変換する手順を
解説する。 
変換仕様 
入力ファイル 

3D 都市モデルで定義されたデータのうち、建物データ(bldg ファイル)、地形データ(dem
ファイル)に対応 

出力ファイル 
入力 bldgファイル ⇒ LOD2の FBX(テクスチャ対応)と LOD1の FBX 
入力 demファイル ⇒ 地形データの FBX 

 
操作手順 
1 citygml2fbx.fmwtを開く 

  

2 ワークスペースが作成されたことを確認 
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3 画面左上の"Navigator"より入力ファイル(CityGML)と FBXの出力フォルダが設定可能。 
詳細は以下のステップ 
 

変換元の建物ファイル(CityGML)の読み込み(Readerの設定①) 
4 "Input: bldg [CITYGML]"を右クリックし、 

Edit 'Input: bldg [CITYGML]' Parameters…を選択 

建物データの変換が不要の場合はDisable 'Input: bldg [CITYGML]'を選択し、Step5-7をスキップ 
5 Source CityGML File(s) -> "・・・"ボタンをクリックし、変換したい建物ファイルを選択 
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6 変換したい建物の CityGMLファイル(**_bldg_6697.gml)を選択し、開く 

  
7 Source CityGML File(s)の File Pathが設定されていることを確認して"OK"をクリック 

  

変換元の地形ファイル(CityGML)の読み込み(Readerの設定②) 
8 "Input: dem [CITYGML]"も同様に設定する 

地形データの変換が不要の場合はDisable 'Input: dem [CITYGML]'を選択し、Step9をスキップ  
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9 変換したい地形の CityGMLファイル(**_dem_6697.gml)を選び、"OK"をクリック 
 

変換したファイル(建物データ)の出力先(フォルダ)の設定(Writerの設定①) 
10 "Output: bldg_lod2 [FBX]"を右クリックし、 

Edit 'Output: bldg_lod2 [FBX]' Parameters…を選択 

建物データの変換が不要の場合は、以下を実施し Step11-14をスキップ 
・"Output: bldg_lod2 [FBX]" -> "Disable 'Output: bldg_lod2 [FBX]'"を選択 
・"Output: bldg_lod1 [FBX]" -> "Disable 'Output: bldg_lod1 [FBX]'"を選択 

11 Destination FBX Folder -> "・・・"ボタンをクリック、変換ファイルの出力先フォルダを選択 
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12 Destination FBX Folderの Folder Pathが設定されていることを確認して"OK"をクリック 
 

13 "Output: bldg_lod1 [FBX]"を右クリックし、 
Edit 'Output: bldg_lod1 [FBX]' Parameters…を選択 
 

14 Step11と同様に出力フォルダを設定(Step11と同フォルダでもOK) 
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変換したファイル(地形データ)の出力先(フォルダ)の設定(Writerの設定②) 
15 "Output: dem [FBX]"を右クリックし、 

Edit 'Output: dem [FBX]' Parameters…を選択 

地形データの変換が不要の場合は、以下を実施し Step16をスキップ 
・"Output: dem [FBX]" -> "Disable 'Output: dem [FBX]'"を選択  

16 Step11/14と同様に出力フォルダを設定(Step11/14と同フォルダでもOK) 
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座標系の変換設定(CsmapReprojectorの設定) 
17 3D都市モデルは緯度経度による測地系となっているため、必要に応じて平面直角座標系に変換

を行う 

 
デフォルトでは東京(島嶼部除く)を対象とした平面直角座標系への変換に設定済(JGD2011-
09_FME)  

18 3つある CsmapReprojectorの中の 1つの歯車マークをクリックし、座標変換の設定を開く 
 

19 Destination Coordinate Systemのプルダウンメニューから変換後の座標系を選択し、"OK"をク
リック 

平面直角座標系(XYZ)への変換する場合には"JGD2011-XX_FME"を設定"XX"については対象とな
るエリアに合わせ、国土地理院サイトの「わかりやすい平面直角座標系」
(https://www.gsi.go.jp/sokuchikijun/jpc.html)の系番号を参照 
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20 残りの 2つの CsmapReprojectorも同様に設定 
  

変換実行 
21 画面左上の"Run"をクリック 

 

22 Step4-16で設定したパスが正しく入力されているか確認し、"Run"をクリック 

設定に問題がある場合には、"Cancel"をクリックし、Step4-16を再度実施 
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23 画面下部の Translation Logに"Translation was SUCCESSFUL"の表示があれば、変換完了 

 

24 出力先のフォルダを確認 
 

 
  



Series No.07 3D都市モデルのデータ変換マニュアル 

20 

1.3 Unreal Engine datasmith形式への変換 

添付の citygml2datasmith.fmwt を利用して 3D 都市モデル(CityGML)を datasmith 形式へ変
換する手順を解説する。 
変換仕様 
入力ファイル 

3D 都市モデルで定義されたデータのうち、建物データ(bldg ファイル)、地形データ(dem
ファイル)に対応 

出力ファイル 
入力 bldgファイル ⇒ LOD2の datasmith(テクスチャ対応)と LOD1の datasmith 
入力 demファイル ⇒ 地形データの datasmith 

操作手順 
1 citygml2datasmith.fmwtを開く 

 

2 ワークスペースが作成されたことを確認 
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3 画面左上の"Navigator"より入力ファイル(CityGML)とDatasmithの出力フォルダが設定可能。 
詳細は以下のステップ 

 

変換元の建物ファイル(CityGML)の読み込み(Readerの設定①) 
4 "Input: bldg [CITYGML]"を右クリックし、 

Edit 'Input: bldg [CITYGML]' Parameters…を選択 

建物データの変換が不要の場合はDisable 'Input: bldg [CITYGML]'を選択し、Step5-7をスキップ  
5 Source CityGML File(s) -> "・・・"ボタンをクリックし、変換したい建物ファイルを選択 

 

  



Series No.07 3D都市モデルのデータ変換マニュアル 

22 

6 変換したい建物の CityGMLファイル(**_bldg_6697.gml)を選択し、開く 

 

7 Source CityGML File(s)の File Pathが設定されていることを確認して"OK"をクリック 
 

変換元の地形ファイル(CityGML)の読み込み(Readerの設定②) 
8 "Input: dem [CITYGML]"も同様に設定する 

地形データの変換が不要の場合はDisable 'Input: dem [CITYGML]'を選択し、Step9をスキップ 
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9 変換したい地形の CityGMLファイル(**_dem_6697.gml)を選び、"OK"をクリック 
 

変換したファイル(建物データ)の出力先(フォルダ)の設定(Writerの設定①) 
10 "Output: bldg_lod2 [DATASMITH]"を右クリックし、 

Edit 'Output: bldg_lod2 [DATASMITH]' Parameters…を選択 

建物データの変換が不要の場合は、以下を実施し Step12-15をスキップ 
・"Output: bldg_lod2 [DATASMITH]" -> "Disable 'Output: bldg_lod2 [DATASMITH]'"を選択 
・"Output: bldg_lod1 [DATASMITH]" -> "Disable 'Output: bldg_lod1 [DATASMITH]'"を選択 

11 Destination Datasmith Folder -> "・・・"ボタンをクリック、変換ファイルの出力先フォルダを選
択 
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12 Destination Datasmith Folderの Folder Pathが設定されていることを確認して"OK"をクリック 
 

13 "Output: bldg_lod1 [DATASMITH]"を右クリックし、 
Edit 'Output: bldg_lod1 [DATASMITH]' Parameters…を選択 
 

14 Step11と同様に出力フォルダを設定(Step11と同フォルダでもOK) 
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変換したファイル(地形データ)の出力先(フォルダ)の設定(Writerの設定②) 
15 "Output: dem [DATASMITH]"を右クリックし、 

Edit 'Output: dem [DATASMITH]' Parameters…を選択 

地形データの変換が不要の場合は、以下を実施し Step16をスキップ 
・"Output: dem [DATASMITH]" -> "Disable 'Output: dem [DATASMITH]'"を選択 

16 同様に出力フォルダを設定(Step13と同フォルダでもOK) 
  

座標系の変換設定(CsmapReprojectorの設定) 
17 3D都市モデルは緯度経度による測地系となっているため、必要に応じて平面直角座標系に変換を

行う 

デフォルトでは東京(島嶼部除く)を対象とした平面直角座標系への変換に設定済(JGD2011-
09_FME) 
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18 3つある CsmapReprojectorの中の 1つの歯車マークをクリックし、座標変換の設定を開く 
 

19 Destination Coordinate Systemのプルダウンメニューから変換後の座標系を選択し、"OK"をクリ
ック 

平面直角座標系(XYZ)への変換する場合には"JGD2011-XX_FME"を設定"XX"については対象とな
るエリアに合わせ、国土地理院サイトの「わかりやすい平面直角座標系」
(https://www.gsi.go.jp/sokuchikijun/jpc.html)の系番号を参照 

20 残りの 2つの CsmapReprojectorも同様に設定 
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変換実行 
21 画面左上の"Run"をクリック 

 

22 Step4-16で設定したパスが正しく入力されているか確認し、"Run"をクリック 

設定に問題がある場合には、"Cancel"をクリックし、Step4-16を再度実施 
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23 画面下部の Translation Logに"Translation was SUCCESSFUL"の表示があれば、変換完了 
 

24 出力先のフォルダを確認 
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1.4 IFC形式への変換 

添付の citygml2ifc.fmwt を利用して 3D 都市モデル(CityGML)を ifc 形式へ変換する手順を解
説する。 
変換仕様 
入力ファイル 

3D 都市モデルで定義されたデータのうち、建物データ(bldg ファイル)、地形データ(dem
ファイル)に対応 

出力ファイル 
入力 bldgファイル ⇒ 建物データの ifc(テクスチャ書き出し未対応) 
入力 demファイル ⇒ 地形データの ifc 

操作手順 
1 citygml2ifc.fmwtを開く 

 

2 ワークスペースが作成されたことを確認 
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3 画面左上の"Navigator"より入力ファイル(CityGML)と IFCの出力フォルダが設定可能。 
詳細は以下のステップ 
 

変換元の建物ファイル(CityGML)の読み込み(Readerの設定①) 
4 "Input: bldg [CITYGML]"を右クリックし、 

Edit 'Input: bldg [CITYGML]' Parameters…を選択 

建物データの変換が不要の場合はDisable 'Input: bldg [CITYGML]'を選択し、Step5-7をスキップ 
5 Source CityGML File(s) -> "・・・"ボタンをクリックし、変換したい建物ファイルを選択 
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6 変換したい建物の CityGMLファイル(**_bldg_6697.gml)を選択し、開く 

  
7 Source CityGML File(s)の File Pathが設定されていることを確認して"OK"をクリック 

  

変換元の地形ファイル(CityGML)の読み込み(Readerの設定②) 
8 "Input: dem [CITYGML]"も同様に設定する 

地形データの変換が不要の場合はDisable 'Input: dem [CITYGML]'を選択し、Step9をスキップ 
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9 変換したい地形の CityGMLファイル(**_dem_6697.gml)を選び、"OK"をクリック 
 

変換したファイル(建物データ)の出力先(フォルダ)の設定(Writerの設定①) 
10 "Output: bldg [IFC]"を右クリックし、 

Edit 'Output: bldg [IFC]' Parameters…を選択 

建物データの変換が不要の場合は、以下を実施し Step11-12をスキップ 
・"Output: bldg [IFC]" -> "Disable 'Output: bldg [IFC]'"を選択 

11 Destination Industry Foundation Class (IFC) File(s) -> "・・・"ボタンをクリック、変換ファイル
の出力先を設定 
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12 Destination Industry Foundation Class (IFC) File(s)に File Pathが設定されていることを確認して
"OK"をクリック 
 

変換したファイル(地形データ)の出力先(フォルダ)の設定(Writerの設定②) 
13 "Output: dem [IFC]"を右クリックし、 

Edit 'Output: dem [IFC]' Parameters…を選択 

地形データの変換が不要の場合は、以下を実施し Step14をスキップ 
・"Output: dem [IFC]" -> "Disable 'Output: dem [IFC]'"を選択 

14 Step11と同様の手順で出力先を設定 
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座標系の変換設定(CsmapReprojectorの設定) 
15 3D都市モデルは緯度経度による測地系となっているため、必要に応じて平面直角座標系に変換

を行う 

デフォルトでは東京(島嶼部除く)を対象とした平面直角座標系への変換に設定済(JGD2011-
09_FME) 

16 2つある CsmapReprojectorの中の 1つの歯車マークをクリックし、座標変換の設定を開く 
 

17 Destination Coordinate Systemのプルダウンメニューから変換後の座標系を選択し、"OK"をク
リック 

平 面 直 角 座 標 系 (XYZ) へ の 変 換 す る 場 合 に は "JGD2011-XX_FME" を 設 定 
"XX"については対象となるエリアに合わせ、国土地理院サイトの「わかりやすい平面直角座標
系」(https://www.gsi.go.jp/sokuchikijun/jpc.html)の系番号を参照 
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18 残りの 1つの CsmapReprojectorも同様に設定 
 

変換実行 
19 画面左上の"Run"をクリック 

 

20 Step4-14で設定したパスが正しく入力されているか確認し、"Run"をクリック 

設定に問題がある場合には、"Cancel"をクリックし、Step4-14を再度実施 
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21 画面下部の Translation Logに"Translation was SUCCESSFUL"の表示があれば、変換完了 

 

22 出力先のフォルダを確認 
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第２章 変換時に利用可能な便利機能 

2.1 地理座標系から平面座標系への変換 

民間サービス開発に欠かせない平面座標系への変換を行う CsmapReprojector の使い方を解
説する。変換実例においてはすべて CsmapReprojector を組み込んでいるため、新たに追加す
る必要はない。 
座標系変換の必要性 

3D 都市モデルは緯度経度による地理座標系、すなわち地球に沿った球体の座標系で定義
されている。一方、民間サービス開発では一般的にXYZ軸に沿った 3平面で定義された平面
座標系が利用される。地理座標系では位置は“度”で定義され、平面座標系では位置は(一般的
に)“m”で定義されるため、3D 都市モデルを平面座標系で利用するためには、座標変換が必
要となる。 

変換すべき平面座標系 
一般的には 3D 都市モデルを定義している「日本測地系 2011」(JGD2011)に準拠した平面

座標系を利用するべきである。 
FME においては「日本測地系 2011」に準拠した平面座標系は"JGD2011-XX_FME"で定義

されている。ここで、"XX"は対象となるエリアに合わせ適切な番号を選択する。エリアと番
号の関係性は、国土地理院サイトの「わかりやすい平面直角座標系」の系番号を参照するこ
と。https://www.gsi.go.jp/sokuchikijun/jpc.html 

 
操作手順 
1 CsmapReprojectorの歯車マークをクリックし、座標変換の設定を開く 

参考ワークスペース：csmapreprojector.fmwt   
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2 CsmapReprojectorの設定画面が開かれたことを確認 

Source Coordinate Systemは本 3D都市モデルの場合、自動認識されるため設定不要 
3 Destination Coordinate Systemの▼マークをクリックするとリストが展開 

More Coordinate Systems...により、別ウインドで更に多くの座標系をリストアップ  
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4 Coordinate System Galleryから希望する座標系を選択肢し、“OK”をクリック 
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2.2 グローバル座標とローカル座標 

3D 都市モデルは地理メッシュによって区切られる形で配布されており、3D 都市モデルを変
換して利用することが前提となる民間サービス開発での利用には、グローバル座標での利用が
必須となる。 
ここでグローバル座標とローカル座標を解説する。 

グローバル座標 
データセット全体で定義された座標であり、3D 都市モデルでは緯度経度・標高が該当する。

一般的には動かないもの、例えばゲームのマップなどで利用される。 
グローバル座標を使うことで複数の 3D 都市モデルファイルが地理上正しい相互位置関係で

読み込むことができる。 
ローカル座標 
オブジェクト毎に設定された座標であり、一般的には動くもの、例えばアバターや乗り物の

モデルなどで利用される。 
3D 都市モデルをローカル座標に変換するとファイル毎の相互位置が失われ利用するソフト

ウェアに読み込んだ場合に、すべてのデータが原点に集まってしまい個別に元の位置に戻す必
要がある。 

FMEにおいて、変換実例で扱う datasmith形式のみデフォルトでローカル座標への変換を行
う設定となっているため注意する。(添付ワークスペースは解除済み) 
 

操作手順 
1 画面左上の"Navigator"よりローカル座標への変換の設定が可能 

参考ワークスペース：local_coordinate_system.fmwt 
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FBX出力の設定 
2 FBXのWriterではローカル座標変換機能(Move to Local Coordinate System)はデフォルトオフ

(No)のため、設定は変更しない 

Move to Local Coordinate System: No 
OBJ出力の設定 
3 OBJのWriterではローカル座標変換機能(Move to Local Coordinate System)はデフォルトオフ

(No)のため、設定は変更しない 

Move to Local Coordinate System: No 
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Datasmith出力の設定 
4 DatasmithのWriterではローカル座標変換機能(Move to Local Coordinate System)はデフォルトで

有効(Transform Coordinates Only)のため、設定変更が必要。 
Move to Local Coordinate Systemをダブルクリックして、設定画面を開く 

 

5 Datasmithでは、 
Move to Local Coordinate System: Transform Coordinates Onlyがデフォルト 
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6 Move to Local Coordinate System: Noに変更し"OK"をクリック 

 

IFC出力の設定 
7 IFCのWriterは座標変換機能はないため、設定不要 
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2.3 特定エリアの切り出し(建物データ) 

3D 都市モデル(CityGML)の建物データを緯度経度で囲んだエリアのみ変換処理を行う方法を
解説する。本機能は CityGML Reader で利用可能な機能のため、変換実例の全形式に対応する。 
 

操作手順 
1 画面左上の"Navigator"より特定エリアのみ抽出・変換の設定が可能 

参考ワークスペース：search_envelope.fmwt 
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2 CityGML Reader -> Parameters -> Search Envelopeのツリーを展開 

 

3 Search Envelope内のパラメータを設定するため、Minimum X:0上でダブルクリック 
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4 設定画面が開くため、Use Search Envelopeにチェックを入れ、各項目に緯度経度を設定し、"OK"
をクリックし 

Minimum X: X座標の最小値(西端の経度) 
Minimum Y: Y座標の最小値(南端の緯度) 
Maximum X: X座標の最大値(東端の経度) 
Maximum Y: Y座標の最大値(北端の緯度) 
Clip to Search Envelope: チェックを入れると上記境界線に跨る建物も除外  

5 上記 Search Envelopeの設定にて特定範囲のみで変換処理が行われる 
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2.4 特定エリアの切り出し(地形データ) 

添付の trim_dem_surface.fmwtにより3D都市モデル(CityGML)の地形データを緯度経度で囲
んだエリアのみ変換出力する方法を解説する。本ワークスペースは 3D サーフェスを加工する
ため非常に処理が重いので利用時は注意すること。 
 

操作手順 
1 Trim_dem_surface.fmwtを開く 

  

2 ワークスペースが作成されたことを確認 
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3 画面左上の"Navigator"より入力ファイル(CityGML)と FBX/OBJの出力フォルダが設定可能。
詳細は以下のステップ 
 

変換元の地形ファイル(CityGML)の読み込み(Readerの設定①) 
4 "Input: dem [CITYGML]"を右クリックし、 

Edit 'Input: dem [CITYGML]' Parameters…を選択 

 

5 Source CityGML File(s) -> "・・・"ボタンをクリックし、変換したい建物ファイルを選択 
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6 変換したい建物の CityGMLファイル(**_bldg_6697.gml)を選択し、開く 

  
7 Source CityGML File(s)の File Pathが設定されていることを確認して"OK"をクリック 

  

  



Series No.07 3D都市モデルのデータ変換マニュアル 

50 

変換したファイル(FBX)の出力先(フォルダ)の設定(Writerの設定①) 
8 "Output: dem [FBX]"を右クリックし、 

Edit 'Output: dem [FBX]' Parameters…を選択 

FBXへの変換が不要の場合は、以下を実施し Step9-10をスキップ 
・"Output: dem [FBX]" -> "Disable 'Output: dem [FBX]'"を選択 

9 Destination FBX Folder -> "・・・"ボタンをクリック、変換ファイルの出力先フォルダを選択 
 

10 Destination FBX Folderの Folder Pathが設定されていることを確認して"OK"をクリック 
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変換したファイル(OBJ)の出力先(フォルダ)の設定(Writerの設定②) 
11 "Output: dem [OBJ]"を右クリックし、 

Edit 'Output: dem [OBJ]' Parameters…を選択 

OBJへの変換が不要の場合は、以下を実施し Step12をスキップ 
・"Output: dem [OBJ]" -> "Disable 'Output: dem [OBJ]'"を選択 

12 Step10と同様に出力フォルダを設定(Step10と同フォルダでもOK) 
 

座標系の変換設定(CsmapReprojectorの設定) 
13 3D都市モデルは緯度経度による測地系となっているため、必要に応じて平面直角座標系に変

換を行う 

デフォルトでは東京(島嶼部除く)を対象とした平面直角座標系への変換に設定済(JGD2011-
09_FME) 
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14 CsmapReprojectorの歯車マークをクリックし、座標変換の設定を開く 
 

15 Destination Coordinate Systemのプルダウンメニューから変換後の座標系を選択し、"OK"を
クリック 

平面直角座標系(XYZ)への変換する場合には"JGD2011-XX_FME"を設定"XX"については対象と
なるエリアに合わせ、国土地理院サイトの「わかりやすい平面直角座標系」
(https://www.gsi.go.jp/sokuchikijun/jpc.html)の系番号を参照 

変換実行 
16 画面左上の"Run"をクリック 
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17 Step4-12で設定したパスが正しく入力されているか確認し、"Run"をクリック 

設定に問題がある場合には、"Cancel"をクリックし、Step4-12を再度実施 
18 画面下部の Translation Logに"Translation was SUCCESSFUL"の表示があれば、変換完了 

  

19 出力先のフォルダを確認 
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2.5 建物データのサーフェスのマージ(OBJ/FBX) 

添付の merge_bldg_surface.fmwt を利用して 3D 都市モデル(CityGML)のテクスチャ付き
LOD2データのサーフェスを建物単位でマージすることで読み込み処理が軽くなるOBJ/FBX形
式へ変換する方法を解説する。 
変換仕様 
入力ファイル 

3D都市モデルで定義された建物データ(テクスチャ付き LOD2を含んだ bldgファイル) 
出力ファイル 
入力 bldgファイル ⇒ テクスチャ付き FBX、テクスチャ付き OBJ 

※OBJ/FBXの一方の形式での出力を無効化可能 
 

操作手順 
1 merge_bldg_surface.fmwtを開く 

  

2 ワークスペースが作成されたことを確認 
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3 画面左上の"Navigator"より入力ファイル(CityGML)と FBX/OBJの出力フォルダが設定可能。詳
細は以下のステップ 
  

変換元の建物ファイル(CityGML)の読み込み(Readerの設定①) 
4 "Input: bldg [CITYGML]"を右クリックし、 

Edit 'Input: bldg [CITYGML]' Parameters…を選択 

 

5 Source CityGML File(s) -> "・・・"ボタンをクリックし、変換したい建物ファイルを選択 
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6 変換したい建物の CityGMLファイル(**_bldg_6697.gml)を選択し、開く 

  
7 Source CityGML File(s)の File Pathが設定されていることを確認して"OK"をクリック 
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変換したファイル(FBX)の出力先(フォルダ)の設定(Writerの設定①) 
8 "Output: bldg [FBX]"を右クリックし、 

Edit 'Output: bldg [FBX]' Parameters…を選択 

FBXへの変換が不要の場合は、以下を実施し Step9-10をスキップ 
・"Output: bldg [FBX]" -> "Disable 'Output: bldg [FBX]'"を選択 

9 Destination FBX Folder -> "・・・"ボタンをクリック、変換ファイルの出力先フォルダを選択 
  

10 Destination FBX Folderの Folder Pathが設定されていることを確認して"OK"をクリック 
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変換したファイル(OBJ)の出力先(フォルダ)の設定(Writerの設定②) 
11 "Output: bldg [OBJ]"を右クリックし、 

Edit 'Output: bldg [OBJ]' Parameters…を選択 

OBJへの変換が不要の場合は、以下を実施し Step12をスキップ 
・"Output: bldg [OBJ]" -> "Disable 'Output: bldg [OBJ]'"を選択 

12 Step9と同様に出力フォルダを設定(Step9と同フォルダでもOK) 
  

座標系の変換設定(CsmapReprojectorの設定) 
13 3D都市モデルは緯度経度による測地系となっているため、必要に応じて平面直角座標系に変換

を行う 

デフォルトでは東京(島嶼部除く)を対象とした平面直角座標系への変換に設定済(JGD2011-
09_FME) 
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14 CsmapReprojectorの中の 1つの歯車マークをクリックし、座標変換の設定を開く 
 

15 Destination Coordinate Systemのプルダウンメニューから変換後の座標系を選択し、"OK"をク
リック 

平面直角座標系(XYZ)への変換する場合には"JGD2011-XX_FME"を設定"XX"については対象とな
るエリアに合わせ、国土地理院サイトの「わかりやすい平面直角座標系」
(https://www.gsi.go.jp/sokuchikijun/jpc.html)の系番号を参照 

変換実行 
16 画面左上の"Run"をクリック 
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17 Step4-12で設定したパスが正しく入力されているか確認し、"Run"をクリック 

設定に問題がある場合には、"Cancel"をクリックし、Step4-12を再度実施 
18 画面下部の Translation Logに"Translation was SUCCESSFUL"の表示があれば、変換完了 

 

19 出力先のフォルダを確認 
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2.6 地形データのサーフェス粒度制御 

添付の tingenerator.fmwt を利用して 3D 都市モデル(CityGML)の地形データ(dem ファイル)
のサーフェス粒度を制御する方法を解説する。これを利用することで有限要素法を使った 3D
シミュレータにおいて「メッシュが切れない」と呼ばれる現象を回避することができる。 
変換仕様 
入力ファイル 

3D都市モデルで定義された建物データ(bldgファイル) 
出力ファイル 
入力 bldgファイル ⇒ IFC 

 
操作手順 
1 tingenerator.fmwtを開く 

  

2 ワークスペースが作成されたことを確認 
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3 TINGeneratorを選択し、コピー(右クリック⇒Copy or Ctrl+C) 
 

4 利用したいワークスペースに貼り付ける 

・変換事例を参考に予め必要なワークスペースを作成しておく 
5 TINGeneratorを地形データの"TINRelief"の直後に設置 

① 地形データの"TINRelief"を"TINGenerator" -> "Points/Lines"に接続 
② "TINGenerator" -> "TINSurface"を後続へ接続(CsmapReprojector、等) 
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6 TINGeneratorの歯車マークをクリックし、設定を開く 

 

7 Surface Toleranceへ 0より大きい数字を入力し、"OK"をクリックして設定閉じる 

・数値は利用するソフトウェアやファイルサイズを考慮して適宜設定のこと 
8 その他、変換に必要な設定を確認し、問題なければ"Run"をクリックし変換実行 
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2.7 属性を引き継ぐ変換(IFC) 

添付の citygml2ifc_meta.fmwtを利用して 3D都市モデル(CityGML)を IFC 形式へ属性も引き
継ぎ変換する手順を解説する。 
変換仕様 
入力ファイル 

3D都市モデルで定義された建物データ(bldgファイル) 
出力ファイル 
入力 bldgファイル ⇒ IFC 

 
操作手順 
1 citygml2ifc_meta.fmwtを開く 

  

2 ワークスペースが作成されたことを確認 
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3 画面左上の"Navigator"より入力ファイル(CityGML)と IFCの出力フォルダが設定可能。 
詳細は以下のステップ 
  

変換元の建物ファイル(CityGML)の読み込み(Readerの設定①) 
4 "Input: bldg [CITYGML]"を右クリックし、 

Edit 'Input: bldg [CITYGML]' Parameters…を選択 

 

5 Source CityGML File(s) -> "・・・"ボタンをクリックし、変換したい建物ファイルを選択 
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6 変換したい建物の CityGMLファイル(**_bldg_6697.gml)を選択し、開く 

  
7 Source CityGML File(s)の File Pathが設定されていることを確認して"OK"をクリック 
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変換したファイルの出力先(フォルダ)の設定(Writerの設定) 
8 "Output: bldg [IFC]"を右クリックし、 

Edit 'Output: bldg [IFC]' Parameters…を選択 

  
9 Destination IFC Folder -> "・・・"ボタンをクリック、変換ファイルの出力先を指定 

 

10 Destination IFC Folderの File Pathが設定されていることを確認して"OK"をクリック 
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座標系の変換設定(CsmapReprojectorの設定) 
11 3D都市モデルは緯度経度による測地系となっているため、必要に応じて平面直角座標系に変

換を行う 

デフォルトでは東京(島嶼部除く)を対象とした平面直角座標系への変換に設定済(JGD2011-
09_FME) 

12 CsmapReprojectorの歯車マークをクリックし、座標変換の設定を開く 
 

13 Destination Coordinate Systemのプルダウンメニューから変換後の座標系を選択し、"OK"を
クリック 

平面直角座標系(XYZ)への変換する場合には"JGD2011-XX_FME"を設定"XX"については対象と
なるエリアに合わせ、国土地理院サイトの「わかりやすい平面直角座標系」
(https://www.gsi.go.jp/sokuchikijun/jpc.html)の系番号を参照 
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変換実行 
14 画面左上の"Run"をクリック 

 

15 Step4-10で設定したパスが正しく入力されているか確認し、"Run"をクリック 

・codelists(XML):利用したい属性が定義されたコードリストを指定 
・設定に問題がある場合には、"Cancel"をクリックし、Step4-10を再度実施 

16 画面下部の Translation Logに"Translation was SUCCESSFUL"の表示があれば、変換完了 
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17 出力先のフォルダを確認 
  

 
 
 

以上 
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